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1950 年代から 60 年代にかけて日本各地に次々と設立された（伊沢, 1979）。檻や柵によ
って隔てられることなく、野生のサルと直接触れ合うことができる場として、野猿公園


























たことを指摘している。大平山野猿公苑（愛知県）の来園者数は 1962 年の 21 万人から
1979 年の 6 万人へ、嵐山モンキーパークいわたやま（京都府）の来園者は 1962 年の 15
万人から 1979 年の 10 万人へ減少している。高崎山自然動物園（大分県）では 1964 年
の 190 万人をピークに減少しており、2006 年度の来園者数は 31 万人であった（大分市
統計年鑑）。来園者の減少は、多くの野猿公園を閉鎖に導いた。1952 年の幸島野猿公園
の開設以降、これまで全国で計 41 の野猿公苑が開設されたが（三戸, 1995）、2008 年現





中ら, 1995; 杉浦ら, 1997; 安田, 1998; 小金澤, 2002）。野猿公園を観光資源や教育資源と








（Read & Waran, 1996; 杉本ら, 2004a; 2004b; Davey, 2006; Nakamichi, 2007）。一方で、野猿
公園を訪れる来園者の行動や興味が注目されることはこれまでほとんどなかった。 




Davey, 2006; Nakamichi, 2007）、研究者が来園者に直接質問したりすることによって



















の群れが生息している。勝山集団は、1958 年 2 月の餌付け成功以来、大阪大学の研究グ
ループによって個体識別が継続され、全ての個体の生年月、母系血縁関係が把握されて
いる。集団のメンバーに 1 頭 1 頭名前を付けて継続調査を行うことによって、ニホンザ
ルの個体史や集団の歴史に関する研究成果が蓄積されている（Itoigawa, 1973; Nakamichi 




2002 年 4 月 30 日から 7 月 7 日までの計 34 日間、調査を行った。2002 年の調査時、
勝山集団は 175 頭からなる 1 つの群れであった。調査期間は勝山集団における出産期に











日間の調査期間において、計 91 人（男性 45 人/女性 46 人）の質問が記録された。記録









これら 91 人の質問を、その質問内容に基づいて 6 項目に分類した。質問内容とその
質問者の数を表 1 に示す。分類された質問内容は、「集団の頭数に関する質問（例: サル
は何匹いるんですか？）」「子ザルに関する質問（例：赤ちゃんはいつ生まれるのです




















































































































2.51 * -2.51 *
4( 8.4) 13( 8.6) 17


































































































































































































図 1 来園者に対するクイズの例 
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1. 幸島 1952 宮崎県串間市
2. 高崎山自然動物園 1953 大分県大分市
3. 波勝崎苑 1957 静岡県賀茂郡南伊豆町
4. 嵐山モンキーパークいわたやま 1957 京都府京都市
5. 神庭の滝自然公園 1957 岡山県真庭市
6. 大堂お猿公園 1959 高知県幡多郡大月町
7. 船越山モンキーパーク 1960 兵庫県佐用郡佐用町
8. 銚子渓自然動物園 1961 香川県小豆郡土庄町
9. 地獄谷野猿公苑 1963 長野県下高井郡山ノ内町




An Analysis of the Questions Asked by Visitors 
at the Kanbanotaki Monkey Park 
 
Kazunori YAMADA, Masayuki NAKAMICHI 
 
The purpose of the present survey was to investigate visitors’ interest in a free-ranging, 
provisioned group of Japanese macaques (Macaca fuscata). We recorded questions that visitors 
at the Kanbanotaki Monkey Park (Maniwa, Okayama Prefecture) asked a researcher while 
observing monkeys. The questions were obtained from 91 visitors. The results are summarized as 
follows: (I) About 65% of the questions concerned the group -for instance, its population-, while 
35% of them concerned individual monkeys, -for instance, an infant’s age. (II) Male visitors 
tended to ask questions that would confirm their previous knowledge about Japanese macaques, 
especially about the “Boss macaque.” On the other hand, female visitors tended to ask questions 
about the monkeys that they were observing. The analysis of these questions suggests that the 
visitors at the monkey park not only want to see free-ranging monkeys but also wish to acquire 
more information about them from researchers and park employees. Moreover, observing wild 
animals appears to be a good source of entertainment.  
 
 
                                                        
 
